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１． 新型コロナウイルスに感染した町民への支援は万全か 

 

本県をはじめとして、新型コロナウイルスに感染し陽性となった無症状・軽症の方の入院先や宿泊

療養先が決まらず自宅待機となり、中には自宅で亡くなるなど不幸な事例が発生している。 

本県の宿泊療養施設については、湘南国際村センターを含め９施設が確保されているが、しかしな

がら県西地域２市８町にはそのような施設はなく、近くても厚木市内となる。地域医療の中心となっ

ている県立足柄上病院であっても病床数に限りがあり、受け入れ体制にも限界がある。 

今後、陽性者が増加した場合には町民の不安は計り知れないところがある。そこで、近隣市町と連

携し、近隣の公的な保養所などを宿泊療養施設として確保するよう県に要望するなど、早急に対策を

とるべきと考える。 

また、そのような状況であっても自宅療養となった場合、外出等が制限される。家族等により見守

ることができればよいが、一人暮らしの場合、生活用品の確保が難しく、各自治体が支援することに

なると考えるが、本町ではどのような対策をとるのか。 

また、新型コロナウイルス感染拡大防止のためのＰＣＲ検査を全町民対象にすべきと考えるが町の

考えを問う。 

 

 

 


